
はさみやのりなど、身近な道具を使って制作遊びを楽しんでいます。初めは

「切れないから先生がやって」と言う姿がありましたが、保育士が手を添えた

り繰り返し遊んだりしていくうちにコツをつかみ、「自分で切れた！」と自信に

繋がっています。自信を持つことで「次は○○作る！」とさらに挑戦したり、

「こっちにつけてみようかな」と、自分なりに工夫したりする姿も見られるよ

うになってきました。

令和７年９月「作ってみよう！」

ハサミやのりを使って、制作遊びをしている場面です。


